
中山間地域 該当集落名 整備場所

おおい町名田庄地区 槇谷、虫鹿野、虫谷、木谷、堂本 名田庄中学校グラウンド

小浜市口名田地区 西相生、奥田縄、須縄 口名田小学校グラウンド

〃 遠敷地区 上根来、下根来 遠敷小学校グラウンド

若狭町熊川地区 河内 熊川小学校グラウンド

美浜町新庄地区 新庄 旧新庄小学校グラウンド

※ 利用する港については、被災状況等を考慮し選定
※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）に支援を要請
※ 実動組織への支援要請にあたっては、発電所や気象の状況等を踏まえ、警戒事態の段階で近くのヘリポート適地等にヘリコプターの待機を調整するなど柔軟に対応

おお しま うち
と
み

敦賀港等

大島漁港（はまかぜ交流センター西側）

船舶による避難

PAZ

堅海児童センター
屋内退避施設

（収容可能者数：104人）

Ｈ
おおい町多目的グラウンド
（大型ヘリ離着陸可能）

Ｈ

若狭ヘリポート
（大型ヘリ離着陸可能）

泊区内場外離着陸場

福井県栽培漁業センター

放射性防護対策施設
（収容可能者数：100人）

はまかぜ交流センター
放射線防護対策施設

（収容可能者数：155人）
屋内退避施設

（収容可能者数：907人）

内外海漁港（泊）

小浜漁港（仏谷）

福井県立大学海洋生物
資源臨海研究センター

屋内退避施設
（収容可能者数：70人）

大島漁港（宮留）

大島漁港（日角浜）

大島漁港（畑村）

Ｈ

Ｈ

ヘリによる避難

＜凡例＞

：放射線防護施設（収容可能者数）

Ｈ ：ヘリポート適地

：漁港

：放射線防護施設以外の屋内
退避施設（収容可能者数）

大島漁港（南浦）

大島半島

内外海半島

おおしま

とまり

ほとけだに

はたむら

ひつはま

わかさ

とまり

かつみ

うち と み

小浜港

みやどめ

１．ＰＡＺ圏内の半島（おおい町、小浜市）における対応

大島小学校
放射線防護対策施設
（収容可能者数：75人）

屋内退避施設
（収容可能者数：900人）

和田港等

内外海漁港（堅海）
かつみ

 PAZに該当する大島半島（おおい町）、内外海半島（小浜市）については、自然災害等により住民が孤立した場合、避難体制が整
うまでは放射線防護対策施設を含む屋内退避施設にて屋内退避を実施し、その後、船舶やﾍﾘｺﾌﾟﾀｰにより海路及び空路による
避難を実施。なお、関西電力においても、船舶やﾍﾘｺﾌﾟﾀｰを確保し、海路及び空路による避難を支援する。

 また、道路等の管理者は、孤立した地区の避難路を優先して、迅速かつ的確な道路啓開、仮設等の応急復旧を行い､早期の道
路交通の確保に努める。

ちょう お ばま しうち と み

３．ＵＰＺ圏内の半島（舞鶴市）における対応

２．ＵＰＺ圏内の半島（若狭町）、中山間地域（おおい町）における対応 ４．ＵＰＺ圏内の山間地域（高島市）における対応

Ｈ

成生漁村センター
収容可能者数（40人）

 UPZ内では全面緊急事態となった場合、屋内退避を行う。その後、住民避難等の指示が出た場合には、一時移転等を実施。
 UPZ内の半島及び沿岸部、中山間地域については、複合災害の発生等により、道路が使用できず住民が孤立した場合に備え、

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄを整備。また、海路や空路での避難体制が整うまでは、放射性防護対策施設を含む屋内退避施設にて屋内退避を
実施し、避難体制が十分に整った段階で一時移転等を実施。

 また、道路等の管理者は、孤立した地区の避難路を優先して、迅速かつ的確な道路啓開、仮設等の応急復旧を行い､早期の道
路交通の確保に努める。

Ｈ

大丹生コミュニティセンター
収容可能者数（270人）

※ 利用する港については、被災状況等を考慮し選定

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）に支援を要請

※ 舞鶴市の大浦半島以外の地区が孤立した場合の対応も同様とする。

舞鶴市の一例：大浦半島

竜宮浜漁港

大丹生コミュニティ
センターグラウンド

舞鶴火力発電所桟橋

西大浦漁港
大浦小学校
グラウンド

田井コミュニティセンター
グラウンド

Ｈ

野原漁港

大浦小学校
収容可能者数（300人）

田井漁村センター
収容可能者数（100人）

田井漁港
た い

なりう

りゅうぐうはま

水ヶ浦漁港
みずがうら

おおにゅう

大浦会館
放射線防護施設

（収容可能者数：60人）
屋内退避施設

（収容可能者数：150人）

成生漁港

ヘリによる避難

船舶による避難

＜凡例＞

：放射線防護施設（収容可能者数）

Ｈ ：ヘリポート適地

：漁港・港湾施設

：放射線防護施設以外の屋内
退避施設（収容可能者数）

今津総合運動公園

グリーンパーク
想い出の森

天増川集会所
（天増川区9世帯12人）

Ｈ

＜凡例＞
：集会所（集合予定人数）

Ｈ ：ヘリポート適地

：避難集合場所（集合予定人数）

：重点的に復旧が必要な避難経路

：避難経路

京都精華大学朽木
グラウンド

角川ヴィラグラウンド

 UPZ内では全面緊急事態となった場合、屋内退避を行う。その後、住民避難等の指示が出た場合には、一時移転等を実施。
 高島市内のUPZは山地であることから、複合災害の発生等により孤立するおそれが高く、避難にあたり道路が使用できないよう

な場合には、空路での避難体制が整うまで屋内退避を継続し、避難体制が十分に整った段階で一時移転等を実施。
 家屋で屋内退避ができない場合は、集会所または避難集合場所で屋内退避を行う。集合所等には、屋内退避が長期化したとき

の生活用品等の備蓄を実施。
 道路等の管理者は、孤立した地区の避難路を優先して、迅速かつ的確な道路啓開、仮設等の応急復旧を行い､早期の道路交通

の確保に努める。

ECC学園高等学校
（48人）

角川ヴィラ
（138人）

朽木公民館
（157人）

桑原集会所
（桑原区7世帯15人）

Ｈ

Ｈ

Ｈ

あますがわ

朽木西小学校

（生杉区12世帯24人）

（針畑区20世帯37人）
はりはた

くつ き

おいすぎ

きょうと せいか くつき

くわ ばら

つのがわ

木地山集会所
（木地山区8世帯16人）

きじやま

くつ き
雲洞谷集会所

（雲洞谷区33世帯78人）

うとうだに

※ 利用する港については、被災状況等を考慮し選定
※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合や道路啓開ができない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）に支援を要請

能家集会所
（能家区9世帯12人）

のうげ

※ 利用する港については、被災状況等を考慮し選定
※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

 UPZ内では全面緊急事態となった場合、屋内退避を行う。その後、住民避難等の指示が出た場合には、一時移転等を実施。
 UPZ内の半島部において、複合災害の発生等により住民が孤立した場合には、臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ（夜間対応可）や漁港を活用し、空路

や海路による避難を実施。また、空路や海路での避難体制が整うまで放射線防護対策施設を含む屋内退避施設にて屋内退避
を実施し、避難体制が十分に整った段階で一時移転等を実施。

 UPZ内の中山間地域においても、集落へのｱｸｾｽ道が寸断され、住民が孤立化した場合には、臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ（夜間対応可）を活用
し、空路による避難を実施。

 また、道路等の管理者は、孤立した地区の避難路を優先して、迅速かつ的確な道路啓開、仮設等の応急復旧を行い､早期の道
路交通の確保に努める。

中山間地域（例） おおい町名田庄地区

おおい町
名田庄地区

Ｈ

あっとほーむいきいき館
（屋内退避施設）

収容可能者数（約270人）

半島部 該当地区名 整備場所

内浦半島 高浜町内浦地区
旧音海小中学校グラウンド
内浦小中学校グラウンド
日引漁港

常神半島 若狭町西浦地区 常神漁港駐車場

敦賀半島 美浜町東地区
関西電力㈱
県道沿用地駐車場

＜ＵＰＺ内半島部における臨時ヘリポート等整備場所＞ ＜ＵＰＺ内中山間地域における臨時ヘリポート整備箇所＞

うちうら

つねがみ

くち なた にし あい おい おくだの すの

なたしょう まきだに むしがの むしだに きだに どうもと

おにゅう かみね ご り しも ねごり

こうち

Ｈ

若狭三方漁業協同組合

（屋内退避施設）
収容可能者数（約220人）

常神漁港

小川漁港

遊子漁港

半島部（例） 常神半島（若狭町）

わかさ みかた

ゆうし

＜凡例＞

：放射線防護施設（収容可能者数） Ｈ ：ヘリポート適地

：港湾：放射線防護施設以外の屋内
退避施設（収容可能者数）

岬小学校・三方中学校岬分校

（放射線防護施設）
収容可能者数（約100人）

（屋内退避施設）
収容可能者数（約400人）

みかた

虫鹿野
木谷
虫谷

堂本
槇谷

名田庄中学校
（屋内退避施設）

収容可能者数（約770人）

名田庄小学校
（屋内退避施設）

収容可能者数（約770人）
名田庄体育館

（屋内退避施設）
収容可能者数（約650人）

常神漁港駐車場

大飯地域の緊急時対応（概要版） ④複合災害等により孤立した場合の対応

名田庄中学校
グラウンド
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